
「
学
校
の
新
し
い
生
活
様
式
」
と
は 

校
長 

﨑
下 
謙
二 

 

昨
年
度
末
か
ら
の
約
三
か
月
に
及
ぶ

臨
時
休
業
が
明
け
、
六
月
か
ら
通
常
登
校

と
な
り
ま
し
た
。
学
校
に
主
役
が
戻
り
、

毎
日
、
生
徒
た
ち
の
元
気
な
笑
い
声
や
活

動
の
息
吹
を
感
じ
て
ほ
っ
と
し
て
い
ま

す
。 

          

 

入
学
式
に
は
、
十
の
小
学
校
か
ら
新
入

生
百
八
十
四
名
（
六
ク
ラ
ス
）
を
迎
え
、

本
年
度
は
全
校
生
徒
五
百
六
十
五
名
（
十

九
ク
ラ
ス
）
、
教
職
員
四
十
七
名
で
「
明
日

が
待
ち
遠
し
い
、
わ
く
わ
く
す
る
中
部
中
」

を
め
ざ
し
て
、
生
徒
主
体
の
教
育
活
動
を

推
進
し
ま
す
。 

 
 

           

さ
て
、
全
国
的
に
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
に
係
る
自
粛
制
限
が
緩

和
さ
れ
る
中
で
、
第
二
波
、
第
三
波
を
懸

念
し
な
が
ら
、
「
学
校
の
新
し
い
生
活
様

式
」
に
基
づ
く
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

学
校
に
お
い
て
も
、
「
三
つ
の
密
を
徹

底
的
に
避
け
る
」
「
マ
ス
ク
や
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
の
着
用
」
「
手
洗
い
な
ど
の
手

指
衛
生
」
を
基
本
と
し
た
感
染
防
止
対
策

を
導
入
し
、
感
染
及
び
そ
の
拡
大
リ
ス
ク

を
可
能
な
か
ぎ
り
低
減
し
つ
つ
、
教
育
活

動
を
継
続
し
、
生
徒
の
健
や
か
な
学
び
を

保
障
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

休
業
期
間
中
、
各
自
治
体
や
企
業
で
は

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
、
テ

レ
ワ
ー
ク
、
ウ
ェ
ブ
会
議
な
ど
の
試
み
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
学
校
は
毎
日
の
授

業
に
お
け
る
話
し
合
い
活
動
や
グ
ル
ー

プ
活
動
、
学
校
行
事
に
お
け
る
団
活
動

（
異
学
年
交
流
）、
部
活
動
な
ど
、
友
だ
ち

や
先
生
と
か
か
わ
り
合
っ
て
切
磋
琢
磨

し
、
成
長
す
る
場
で
す
。
か
か
わ
り
を
全

て
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

を
最
小
限
に
す
べ
く
、
知
恵
と
工
夫
で
乗

り
切
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

本
年
度
は
市
教
育
委
員
会
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
生
徒
指
導
の
研
究
発
表
の
年
で

も
あ
り
ま
す
。
「
共
感
的
な
人
間
関
係
の

中
で
、
自
己
実
現
に
向
け
歩
み
出
す
生
徒

の
育
成
」
を
め
ざ
し
、
チ
ー
ム
中
部
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

「
学
校
の
新
し
い
生
活
様
式
」
の
中
で
、

学
校
で
し
か
味
わ
え
な
い
魅
力
あ
る
中

部
中
の
教
育
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
校
区

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

令和２年７月１７日         清 流            第４１号 

▲ 入学式より 

▲ 中部中タイム（エンカウンター）より 

▲ 生徒会活動「団交流」より 



８・９組「自分らしく羽ばたこう」 

８.９組主任 尾方宣仁 

 暑さも厳しさを増してきましたが、生徒たちは毎日笑顔で元気よく過ごしています。新

入生も入り、さらに賑やかで楽しい毎日です。 

 今年の学級通信のタイトルは「自分らしく羽ばたこう」に 

しました。生徒たちにはたくさん勉強をし、人間関係を学び、 

社会に出て羽ばたける人材になってもらいたいと思っていま 

す。そのために必要なことは『自分は何ができるか』という 

視点だと思います。８・９組の生徒は手先が器用であったり、 

もくもくと作業に取り組めたり、人が好きであったり、

さまざまな強みをもっています。自分の強みに気づき、

更にそのよさを伸ばしていってほしいと思っています。 

                自分らしく大きく羽ばたけるよう、全力で支援をして

いきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３年「明日が待ち遠しい、 
わくわくする最高の一年に」 

３年主任 平松佑典 

 二月末の予餞会では、卒業する三年生に向けて、

感謝の気持ちをハカで表現しました。また、中部中

の最上級生としてのバトンをしっかりと受け継い

でいくという強い意志も表現しました。そして、い

よいよ自分たちの時代だ、と新年度を迎えました

が、新型コロナウイルスの影響が学校生活のさまざ

まなところで見られています。しかし、伝統ある中

部中のバトンを受け継いだ三年生はそのことを嘆

いているだけではありません。こんなときだからこ

そ、今まで以上に一日一日を大切にしていこう、と

いう気持ちが高まっています。先日行われた団抽選

や団交流では、全校を巻き込んで盛り上げていこ

う、と各学級が工夫を凝らすことができました。さ

あ、中学校生活ラストイヤーです。限られた時間を

大切にし、明日が待ち遠しい、わくわくする最高の

一年にしていきましょう。 

 

１年「想」 

１年主任 竹下裕美 

「おはようございます。」一年生の廊下には、梅雨

のじめじめした空気を吹き飛ばす、青空のように爽

やかな挨拶が毎日響いています。元気と笑顔にあふ

れた一年生は、少しずつ中学校生活に慣れ、ちがう

学校から来た友達とも仲よくなってきました。 

そんな一年生にかけた願い、学年目標は「想」で

す。この漢字には「思う・考える」だけではなく、

「思いをめぐらす」という意味もあります。青学

年１８４人全員に、それぞれの大切な人生があっ

て、一人一人違った思いがあります。自分の心だ

けでなく、仲間の心を考え、相手の気持ちを大切

にできる青学年になっていってほしいと思って

います。自分の思いや仲間の思いを大切にできる

集団に成長することを期待しています。 

２年「輝きを増して」 
２年主任 春田雅文 

 令和２年は、「Ｒ２」と書かれることがあります。この「Ｒ２」は赤（Ｒｅｄ）学年の２年

生ともとれます。まさしく中部中学校二年生が主役の年。先生たちで支え、わくわくする赤

学年としていきたいと思っています。今年度は新型コロナウイルスの影響で仲間と過ごした

日も短く、さまざまな制約の中ですが、学級組織や学級目標を決めていく中で、一週間もす

ると活気のある学年になってきました。さすが、炎のように燃える赤学年だと感じました。 

二年生は先輩として、一年生の手本となったり、かっこいい姿を見せたりする学年です。

三年生の姿から多くのことを学び、素敵な先輩となっていってほしいです。また、赤学年の

仲間たちとともに学び合い、 

ともに笑い合い、ともに切磋 

琢磨し、ともに支え合って、 

全ての生徒がそれぞれの輝け 

る場所を見つけ、そこで輝き 

続けることを願っています。 



 
二
○
二
〇
年
度
転
出
職
員 

・
石
場 

治 
 

先
生 (

北
部
中) 

・
坂
根 

和
代 

先
生 (

東
部
中) 

・
山
口 
裕
子 

先
生 (

青
陵
中) 

・
鴨
下
有
加
絵 
先
生 (

退
職) 

・
長
濵 

勝
歳 
先
生 (

豊
岡
中) 

・
林 

 

朋
子 

先
生 (
退
職) 

・
伊
東
利
誌
子 

先
生 (
退
職
） 

・
ジ
ェ
イ
ム
ス
ブ
テ
ィ
ッ
ク 
先
生 

 

(

本
郷
中)

 

 

【
転
出
職
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】 

こ
こ
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン 

北
部
中 

石
場 

治 

 
 

我
々
八
名
は
、
こ
の
た
び
の
異
動
で
中
部
中
を

は
な
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
我
々
の
生
活
は
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
卒
業
式
や
入
学
式
の
規
模
縮
小
、
行

事
の
中
止
な
ど
、
想
像
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

連
休
に
帰
省
も
で
き
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
済
ま
せ

た
人
た
ち
も
い
ま
し
た
。
え
っ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
退
任
の
挨
拶
も
オ
ン
ラ
イ
ン
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
（
中
部
中
Ｈ
Ｐ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
） 

長
い
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
度
、
会
え
る
日
ま
で
。
さ
よ
う
な
ら
。 

 

学
校
評
議
員
会
の
皆
様
（
敬
称
略
） 

○
中
部
中
学
校
同
窓
会
長 

 

冨
田 

佳
央 

○
新
川
小
学
校
区
代
表 

 
 

三
木 

健
人 

○
松
山
小
学
校
区
代
表 

 
 

吉
見 

泰
典 

○
向
山
小
学
校
区
代
表 

 
 

彦
坂 

吉
洋 

○
つ
つ
じ
が
丘
小
学
校
区
代
表 

 

今
野 

律
子 

○
二
十
九
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

 
 

安
藤 

晃
啓 

○
三
〇
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

 
 
 

河
合 

悌 

○
三
十
Ｐ
Ｔ
Ａ
女
性
代
表 

 

神
藤 

陽
子 

○
三
十
一
Ｐ
Ｔ
Ａ
女
性
代
表 

澤
田 

真
湖 

○
Ｒ
二
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

 
 
 

石
河 

貫
治 

 
中
部
中
学
校
の
教
育
活
動
や
学
校
運
営
に

つ
い
て
、
年
二
回
の
会
議
で
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
年
度
末
に
学
校
関

係
者
評
価
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

行 事 予 定 

 《１学期》 

   ６／１８(木) 豊橋・学校いのちの日 

２３(火) ３年進路説明会（～2６(金)） 

７／２０(月) 第１回定期テスト（～2１(火)） 

  ３１(金) １学期終業式 

  ８／ １(土) 夏季休業（～８／１６(日)） 

３(月) 保護者会（～５(水)） 

８／１１(月) 学校閉庁日（～１５(日)） 

 《２学期》 

８／１７(月) ２学期始業式 

８／２０(木) ３年進路説明会 

  ９／１５(火) 第２回定期テスト（～１７(木)）       

    ２６(土) 市内中学校新人体育大会（～2７(日)） 

１０／ ８(木)  オバドＦes（学校祭） 

１１／ ４(水) 研究発表会 

     ９(月) 修学旅行（～１１(水)） 

    １７(火) 合唱コンクール（学年ごと実施） 

    ２０(金) ３年進路説明会 

２５(水)  第３回定期テスト（～２７(金)） 

 

    

１１／２８(土) 学校自由参観日、勤労体験学習 

   ３０(月) 振替休業日（１1／２８分） 

１２／２３(水) ２学期終業式 

２４(木) 冬季休業（～１／６(水)） 

《３学期》 

 １／ ７(木) ３学期始業式 

１／１８(月) ３年学年末テスト（～20(水)） 

２７(火) ３年進路相談会（～2８(木)） 

２／ ９(火) １．２年学年末テスト（～1２(金)） 

１９(金) 予餞会 

３／ ３(水)（予定） 卒業式 

１２(金) ２年進路説明会 

２４(水) 修了式 

２５(木) 学年末休業開始 

 

 

         

 

～転出された先生がた～ 
お
世
話
に
な
り
ま
し
た 

お
世
話
に
な
り
ま
す 

中部中ホームページ 

随時更新して、学校生活の様子を

紹介しています。ぜひご覧ください。 

▲ 健全育成会挨拶運動 


